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コリアの近代化と音楽　―その３
小林　孝行＊
初めに
「コリアの近代化と音楽―その１」では、キリスト教会、軍楽隊、学校などを通してコリアの
近代音楽受容の歴史を概括し、「コリアの近代化と音楽―その２」では、閔庚燦の研究をもとに
して、コリアで刊行された唱歌集の整理を行なってきた。本論文では、これまで十分な検討がで
きなかったキリスト教会および学校教育におけるコリアの唱歌について、より詳しく資料的に整
理し、最後に日本の西洋音楽受容過程と対比しながら、検討することとする。
１．コリアにおける近代音楽の受容
１－１．キリスト教会
近代以前の西洋音楽の受容については、いろいろな研究があり、それについては「コリアの近
代化と音楽―その１」で紹介したが、何といっても本格的な西洋音楽の受容は近代になってから
であり、その中でも最初はキリスト教の影響が大きかった。
1882年韓美（韓米）条約が締結されて、新たにプロテスタント教（コリアにおいては基督教と
呼ばれる）がアメリカからコリアに伝えられた。開国を契機にコリア国内における天主教（カト
リック教）と基督教（プロテスタント教）の活動が公式に認められたが、それでも最初はコリア
人に対して宣教活動が許されず、それで、宣教師たちはコリア人に対しては教育活動、医療活動
を中心として行なった。
新たにアメリカからコリアに導入された基督教は、当初は日本と同じ宣教団体を母体とするも
のでもあり、その宣教や教育などの方針には共通する点が多かった。音楽については、讃美歌の
楽曲などは同じものが多く、歌詞は原歌詞をそれぞれの国語に翻訳して歌われた。
そこで、楽曲に関しては、日本でもコリアでも、それまでまったく聞いたことも無かったもの
であり、楽曲に慣れるのに相当苦労したものと想像され、楽曲の選択においては、伝統音楽の楽
曲に近い五音階楽曲が選ばれている。歌詞に関しては、コリアでは特にキリスト教会と近代音楽
との関係が深く、アメリカ人宣教師と、基督教徒であり民族主義者、啓蒙思想家であった尹致昊、
李商在、南宮檍などのコリア人が中心になって、コリアの民族独立を図って、1895年ごろから讃
85
岡山大学大学院社会文化科学研究科　『文化共生学研究』第10号（２０１１.３）
＊ 岡山大学大学院社会文化科学研究科教授
美歌や讃美歌由来の楽曲に忠君愛国の歌詞を付けて愛国歌や皇帝祝歌などが作られている。
1895年６月の「独立慶日」では、独立歌が歌われ、1896年９月の高宗の誕生日には「皇帝誕辰
慶祝歌」が歌われ、また1896年11月の独立門定礎式が挙行された時にも愛国歌が歌われた。
独立門定礎式の式次第は
歌「朝鮮歌」“Korea”学生合唱団
定礎
祈祷　アペンゼラー牧師
独立協会会長演説　安キョンス将軍
祝辞「独立保存の道」李采淵
歌「独立歌」学生合唱団
祝辞「我国の未来」李完用
祝辞「韓国の外国人」徐載弼
歌「進歩歌」マーチ　学生合唱団
訓練体操　王立英語学校学生
となっている。（閔庚培：1997、67－68）
「独立門定礎式を挙行した当時、その式の唱歌すなわち愛国歌を培材学堂が任されることにな
り、急に歌う歌を作ることになった。その時歌詞は尹致昊博士が作詞して、バンカー教師がスコ
ットランドの曲に付けて練習し、定礎式で歌ったのである。」（閔庚培：1997、67）
ここで注目すべきはキリスト教会およびミッションスクールがコリアの民族運動に積極的に関
与したということ、またそれと関連して、コリア側にも啓蒙主義的、民族主義的な団体である独
立協会などの体制が作られていたということである。
そのなかで、尹致昊の働きは目立っている。特に尹致昊は1905年に『 チャンミガ（讃
美歌）』を編纂出版している。この『チャンミガ』には、15曲が収録され、すべてが讃美歌の楽
曲に歌詞が付けられている。15曲のうち３曲が愛国と皇帝を讃える歌であった。第１章が皇帝頌
（皇帝を称える歌）＜コリア語タイトルはないが、英文タイトルは、Korea、原曲はAmerica664、
これはイギリス国歌と同一のもの＞で、第10章と第14章が愛国頌（愛国歌）で、特に第14章は
＜英文タイトル：Patriotic Hymn、原曲：Auld Lang Syne＞であり、その歌詞は現代の大韓民
国国歌とほとんど同一のものである。第10章は＜英文タイトル：Patriotic Hymn No.3、原曲：
Auld Lang Syne＞である。ここで興味深いことは、尹致昊は愛国頌を英文タイトルでPatriotic
Hymnと呼び、愛国頌皇帝頌を含めて『チャンミガ』として編集したのである。この『チャンミ
ガ』は礼拝用の讃美歌としては公認されなかったけれども、尹致昊の意識の中ではこれらの歌を
讃美歌と認識していたと考えられる。
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１－２．コリアにおけるミッションスクール（宗教系学校）における音楽教育
私立学校はミッションスクールと民族系私立学校とに分けられる。ミッションスクールはキリ
スト教の布教だけではなく西洋文化の普及を図り、近代化を目ざす新思想と新技術をもった新た
な人材の養成を行っている。その意味では、開国後「富国強兵」、「自主独立」を目指すための人
材教育を目的にした民族系私立学校とも共通するところがあった。1885年以降ミッションスクー
ルはコリアに入国したアメリカ人宣教師たちによって設立され、1910年までには49校が設立され
ている。
韓奎元はミッションスクールの授業科目の中で、宣教師たちにもっとも重視されたのは、基督
教の布教にとって意味のある聖書教育であるという。そこで、聖書のコリア語翻訳を通して伝統
文化の継承発展や、聖書の中のユダヤに関するメッセージを通して民族主義を培養したという。
「信仰心を育て、霊的救済の道を導いてくれる聖書の言葉が、民族的な悲運に直面した韓国的状
況において、ミッションスクールの授業時間や礼拝時間で宣べ伝えられた時間は、民族精神を培
養し、昂揚させる貴重な時間となったのである。」（韓：2003、156）
また、聖書教育は讃美歌を中心とした音楽教育の重視にもつながった。基督教の礼拝や宣教に
とってもう一つ重要な要素は、讃美歌であり、音楽の授業はミッションスクールでも重要な科目
の一つとなった。ただし、この音楽教育は、はじめは「ミッションスクールの音楽教育は根を下
ろすことができず、その影響力も微々たる状態であった。」（韓：2003、293）その後、先述した
ように1896年11月の独立門定礎式での独立歌の演奏が培材学校の生徒たちによってなされたこと
などから明らかなように、19世紀末には、ソウルの梨花学堂、培材学堂、ピョンヤンの崇実学校
などでは、音楽教育が定着していたと考えられる。この段階では、讃美歌だけではなく、愛国歌
や啓蒙歌の歌詞が作られ歌われていたのである。このようにコリアの近代音楽教育は日本の植民
地支配に先行して、キリスト教会およびミッションスクールを中心として19世紀末から始まった。
ミッションスクールの音楽教育について、高仁淑の調査によると、30校のミッションスクール
のうち、 新学校（教科名：讃美歌）、 新小学校（教科名：唱歌）、大東基督小学校（教科名：
讃美）、聖義学校（＊手帳に愛国歌および楽譜）、貞信女学校（教科名：曲調）、貞信女子小学校
（教科名：唱歌）、勝洞女学校（教科名：讃頌歌、教材：讃頌歌）、梨花学堂（教科名：唱歌）、基
督女子小学校（教科名：讃頌歌）、培花女学校（教科名：英語唱歌）、培材高等学校（教科名：音
楽、教材：翻訳音楽書、愛国歌）、貞信女学校（教科名：讃頌歌、教材：翻訳讃頌歌）、培材学堂
（教科名：唱歌）、崇義女学校（教科名：讃頌歌、教材：翻訳音楽書、讃頌歌）、梨花学堂（教科
名：音楽、教材：翻訳音楽書、翻訳声楽書、翻訳オルガン指導書、翻訳合唱書）など14校で音楽
教科が開設されている。（高：2004、18－21）
高はミッションスクールの音楽教育について、「①音楽（唱歌）の教科名称も、音楽、讃美歌、
讃美（讃頌）、曲調、英語唱歌、唱歌の表現が使われ、まだ日本の学校教育における「唱歌」の概
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念は入っていないと考えられる。②音楽（教科）書がすでに作られていたこと、西洋の翻訳書な
どが使われていたことがわかる。③器楽（オルガンなど）が音楽のカリキュラムの中に取り入れ
られていた。④西洋の音楽教育指導者による専門教育が体系的に行われていた。⑤＜愛国歌＞や
＜精神歌＞など民族の思想と感情が土台になって作られたチャンガがよく歌われたことがわかる。
⑥教授内容及び時間数は詳細には記録されていないが、ミッションスクールの教育にとってチャ
ペルの時間は不可欠であることから毎日数時間実施されたことが推定される。」（高：2004、17）
いずれにしても、ミッションスクールでは、宗教音楽を中心とした基礎的枠組みがあり、讃美
歌などを教科書として使用することもできたし、またオルガンなどの楽器も身近にあり、教師と
してキリスト教音楽教育を受けていた宣教師やその夫人などが担当することができたという環境
にあった。そしてアメリカでの学校教育の音楽教育の方法を参考にすることもでき、ある程度の
音楽教育が可能であったといえるだろう。しかし、音楽専門コースはなかった。
梨花学堂や培材学堂でも音楽教育が行なわれていたということは前にも述べたが、そこでは啓
蒙歌や愛国歌の歌詞を創作し、啓蒙運動や愛国運動を担う人材を輩出したが、音楽家を養成する
には至らなかった。音楽家の養成という点では、1897年平壌にベアードによって創設された崇実
学校は、大変大きな役割を果たした。この学校でも、音楽家養成のための専門コースはなかった
が、才能のある学生に対しては個人的に音楽レッスンを行なった。「金仁 を輩出した平壌の崇
実学校では聖書以外にも、科学と数学、そして音楽を必修科目と定めた。・・音楽は知識啓発の
最善の方法という理由で重視した。」（ ：2001、169）また、「体系的な音楽
教育を実施しながら、唱歌と楽譜の読み方、発声法などを教え、またオルガン部を新設して、音
楽に才能がある学生たちにいわゆる英才教育を実施した。」（ ：2001、169-
170）
崇実学校で音楽を学び、後に音楽家となった人としては、金仁 、李尚俊、金永煥、玄済明、
金世 、朴泰俊などがいる。
１－３．コリアにおける民族系私立学校の音楽教育
民族系私立学校は1883年から1909年まで代表的なものだけでも、36校設立されている。（金：
1996、126）
その中で、最も早く設立されたのが元山学校（1883年）である。その他普成学校（現在の高麗大
学校に継承される学校：1905年）五山学校（1907年）、大成学校（1908年）などがある。金泰勲の調
査によると、大成学校、普成学校などにおいては、唱歌が教科目となっている。五山学校では、設
立者の李昇薫が「もっとも重視したのは、民族主義の精神を鼓吹する歌を歌わせることであった」
（金：1996、144）と唱歌に力を注いでいることがわかる。民族系私立学校では、新宗教およびクリ
スチャンの影響を受けた啓蒙的知識人が中心となって民族活動、社会活動を行うことも多かった。
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大成学校でも安昌浩が「大韓青年学徒歌」などの啓蒙歌、愛国歌を作り、教師や学生たちに歌
わせたという。（韓：2003、303－306）
「これらの学校を大きく分けてみると、初期に設立された元山学校、興化学校、漢城義塾、中
橋義塾などは、開化後の近代化の熱望から「富国強兵」「自主独立」というスローガンのもとで、
主に英語や日語などの語学を中心に教えていた。しかし、統監府設置以後に設立された私立学校
は「模範教育」という美名下で官公立学校が日本の植民地政策の基地となっていたのに対して、
「国権回復」を教育の究極の目標とし、歴史、地誌、国語など民族意識を鼓吹させるために必要
不可欠な教科目はもちろん、政治学、法律学、物理学、博物学、教育学、体操、唱歌、英語、日
語に至るまでの教科が設けられていた。」「これらの学校の教育方針の特徴は、いずれも国家独立
の基礎が体力作りにあると考え、運動による訓練を強調した。また運動会・学芸会・講演会など
を通して、民族意識を昂揚させる歌を歌わせるなど、国民に愛国心を鼓吹させた。そして、彼ら
は、自ら「民族精神の昂揚」「愛国心の鼓吹」を目指した教科書を編纂し、設立した学校の教材
として使用した。」（金：1996、125－126）
そのような私立学校の教育理念として、「教育救国運動の実践」が強調された。その特徴は
①国権回復のために多くの私立学校を設立して、民族運動家を養成すること。
②排日愛国教科書、および愛国啓蒙雑誌の発行を通して、民族意識を涵養させること。
③運動会、学芸会、討論会、講演会などを通して、一般民衆を啓蒙すること。」（金：1996、
124）とされていた。
これらの学校は多くはキリスト教の影響を受けた民族思想家、啓蒙思想家など民間の有志によ
って建てられたが、中には学会などによって設立されたものもあった。学会とはいっても、現在
のような専門的研究団体ではなく、教育振興、職業教育、産業振興を図るものであった。
その学会の一つで最初に設立された「西友学会」と「漢北興学会」が合併して1908年に作られ
た「西北学会」では、学会月報などの機関紙を発行したり、協成学校（教師の養成を目的）、「農
林講習所」（農業、林業の講習）、「山林測量科」、「水商夜学」（労働者層の教育）、「心学講演会」
（青年および一般民衆の心性と道徳を練磨する）などを開設した。
そこで、正規の教科課程以外に愛国心を鼓吹させるために、特に重視したのは音楽と体育であ
った。そのなかでも体育は私立学校を通して「尚武的教育」の必要性を強調し、身体の訓練ばかり
ではなく、軍事訓練、運動会などを主催した。こうした運動会を担当した教師は、すべて元将校・兵
士出身で、彼らは1907年の軍隊解散後、救国運動を教育に求めた人々であった。」（金：1996、183）
私立学校では、学生・生徒を募集し、教育すると同時に、その学生に対する教育を行う教員を
養成することが大きな課題であった。多くの私立学校では、師範学校ないしは師範科などを併設
している。これらの教員養成機関は入学資格も、修業期間も、教育科目も多様であった。教科に
よっては教材や教師が不足するところもあった。
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音楽教育という点では、実際には、学校の規模、学生数、就学年齢、教育課程など組織化され、
定式化されたものではなかったし、またそれまでにはなかった新しい教科を学生・児童に教える
ために、教育内容、教育方法、教科書、教師などいまだ定まったものはない状態のままに、教員
養成も同時に行なわなければならなかった。
特に音楽（唱歌）は、誰が何をどのようにして教えるかについては、問題が山積していた。ミ
ッションスクールの場合、教材、楽器、教師がなんとか準備できたが、民族系私立学校ではほと
んど不可能であった。大成学校では李尚俊など、数少ない当時の第一世代音楽家の他は、ほとん
どの学校を除いて専門の教員はいなかった。
専門的な音楽教育はできなかったにしても、教育救国運動の一環として唱歌（音楽）は重要視
された。また、これらの学校ではクリスチャンおよびその影響を受けた民族活動、社会活動が目
立った。そこで、実際に「愛国歌」、「精神歌」、「運動歌」、「独立歌」、「血竹歌」、「亡国歌」など
の啓蒙唱歌が創作され歌われた。
私立学校で歌われた唱歌は、日本側から「不良唱歌」とされて、抑圧されたが、光成中学校
『最新唱歌集』（1914年）が残されている。この『最新唱歌集』には、当時私立学校で歌われてい
た「愛国」（原曲：イギリス国歌、アメリカ）、「国歌」（この曲は尹致昊が『チャンミガ』のなか
で、Patriotic Hymn愛国讃美歌と呼んでいたものと同じ曲である。つまりこの曲は愛国歌とも愛
国讃美歌とも呼ばれていたということである。）、「愛国」（ドイツ民謡）、「国歌」（エッケルト作
曲）、「勧学」、「警醒」、「国旗歌」、「前進」、「大韓少年気概」、「守節」、「大韓魂」、「去国行」、「英
雄追悼（原曲：ハイドン）」など啓蒙歌が掲載されていた。
これまで見てきたところから、私立学校の教育方針には教育救国運動として明確なイデオロギ
ーがあり、少なくとも設立者の意欲は高かったと思われる。この当時、民族主義者、啓蒙主義者
の間では、「愛国歌制定運動」などが起こり、「独立新聞」には、多くの愛国啓蒙唱歌の歌詞が載
せられている。このことについては、韓は「唱歌運動」として述べているが、これらの運動につ
いては、ミッションスクールを含めて私立学校の教師や卒業生などが支えたといえるだろう。
ただし、これらはあくまでも歌詞を中心としたもので、楽曲に関するものではない。当時の資
料では、歌詞は残されているが、楽曲についてはほとんど残されてはおらず、どのような楽曲で
歌われたのかは必ずしも明らかではないが、その多くはこれまで知られている讃美歌の楽曲およ
びキリスト教音楽由来の曲を使用したものと考えられる。
２．朝鮮総督府による私立学校に対する弾圧
朝鮮総督府の朝鮮支配の根幹は、同化政策（コリア人の日本人化）であった。そこで、コリア
における私立学校の教育救国運動は朝鮮総督府の植民地政策を阻害するものとして、厳しく弾圧
された。
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私立学校に対する日本人官吏の認識の例として、日本人植民地官僚隈本繁吉は「小学校にあり
ては祈祷・誠命・聖書等教授時数の過半を占め、その余をもって普通の教科目に充つるも、特に
唱歌と体操に費やすところ多し。而して唱歌の歌詞は、讃美歌にあらず愛国歌に属し、体操は運
動なる科目を用いて、喇叭太鼓によれる兵務訓練を行うなど、教科書としても偏狭にして排日の
文字に富めるものを用いる学校少なからず。」（金：1996、167－168）
また、「一般私立学校の不完全なること此の如し、而かも設備の不備、維持の無謀尚恕すべし
とするも、彼等は如何なる学術を授け、如何なる方法を以て教養の本旨を全うすべきかに意を用
いず、徒に学徒を集めて旦より暮に及び、遊戯体操又は討論を以て学校の重要科目なりとし、兵
式体操・喇叭・太鼓を以て訓練の方法なりと誤解し、甚だしきは其使用する教科書を見るに、時
事を憤慨する不穏の文字を以て満たされ、其歌唱する唱歌は学生を扇動する危険の語調に充て
り・・」1910学部次官俵孫一講演（金：1996、206）などもある。
また、法令としては以下のようなものが制定された。
1908年：私立学校令（勅令62号）
私立学校については、設立目的、名称、財産、予算、修業年限、教育過程、教育科目、教科書
などを細かく規定した書類をもって学部大臣に申請し、その認可を得なければならなかった。
「1909年６月までに1995の私立学校が出願し、約40％に過ぎない820校しか認可を受けることがで
きなかった。」（金：1996、207）
1909年：寄付金品募集取締規則（閣令第２号）、「地方費法」
寄付金の募集は、内部および学部両大臣の許可を要することになった。これによって、寄付金
の募集が困難になり、私立学校の整理統合、廃止がすすむ。
1908年：「学会令」（勅令63号）
教育学芸に関する団体であるはずが、学生に政治思想を注入するなど、弊害があるため、統制
の必要がある。→学会のすべての活動は学部大臣の認可が必要となった。（金：1996、213）
1908年：教科用図書検定規定（学部令第16号）
反日的内容をもつ教科書を徹底的に排除することになった。
３．コリアにおける日本軍歌の影響
日本では、明治24年に「敵は幾万」（山田美妙作詞、小山作之助作曲）が始めて長調ヨナ抜き
５音階の楽曲として作られ、その後、日清戦争の時には『大捷軍歌』（山田源一郎編集）『大東軍
歌』（鳥居忱編集）などが発行され、「婦人従軍歌」、「勇敢なる水兵」などの楽曲が掲載された。
また明治33年には「軍艦行進曲」（鳥山敬作詞、瀬戸口藤吉作曲）が公表された。日本人作曲の
唱歌と同じように、これらの日本軍歌のなかで、「敵は幾万」、「日本海軍」、「勇敢なる水平」、軍
艦行進曲」、「アムール川の流血や」などに、抗日、反日的な歌詞が付けられてコリアの軍歌とな
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った。たとえば、「日本海軍」は、コリアでは「青年軍歌」として歌われた他、抗日、反日的な
いろいろな歌詞をつけて歌われた。
その背景として、日清戦争当時、日本陸軍の軍楽隊がコリアに派遣され、各地で「敵は幾万」
などの日本軍歌がコリアで演奏され、コリア人によってもそれらの曲を知ることとなった。
それについて、日本側からの視点では、「「朝鮮に於ける軍楽隊の演奏」によると、仁川港であ
ろうか、居留地の街を乗馬憲兵三名を先頭に、左右を巡査数名に護衛された陸軍軍楽隊が演奏巡
回し、兵士およそ数一○○名がこれに続き、さらに日本人ら数百人が軍歌を歌いながら後を追っ
たという。目撃した記者は「韓人がこれを奇としてこれを喜ぶ」と感想を述べている。」（安田：
1999、138－139）
また、コリア側からの視点では「日本の歌の旋律が抗日革命歌または独立軍歌などに使用され
理由は、何よりも時代的に多くの歌が必要だったが、その当時我が国の作曲家が作った我々の曲
がなく、外国の旋律に依存せざるを得なかったという点だ。また学校教育を通して日本の歌が大
挙して入ってきて、無意識的にそれについて歌うなかで、警戒心がなくなってしまったり、それ
が日本の音楽であるとは分からなくなったという点などだ。日本の歌は民謡のように口伝された
ために、我が国の歌と錯覚されやすく、音楽的にも異質的というよりは親しみやすい要素が多く、
われわれの文化化過程に編入されやすかった。当時はこれが日本の音楽であるかどうかを検証す
る余力もなかったのである。」（ ：2001、55）
４．コリアにおける近代音楽の普及と発展
まず、専門的音楽教育機関としては、軍楽隊の解散以降、制度的な音楽教育機関としては、
1909年にコリアでの最初の音楽教育機関である調陽倶楽部が設立され、1911年には朝鮮正楽伝習
所と改称され、1914年以降は演奏団体になった。
その設立目的は「朝鮮の音楽である旧楽を伝承し、西洋の音楽である新楽を発展させる」とな
っている。
私立学校では、1925年になって、梨花女子専門学校音楽科が設置され、コリア最初の大学レベ
ル音楽専門教育機関として、女性音楽家および音楽教師を輩出した。
しかしながら、その専門教育機関は十分整備されているとはいえず、多くの音楽志望者は主と
して日本に留学することになった。
1920年代には、コリア人音楽家による演奏会が開催され、楽団が創設された。演奏会としては、
1920年日本人民俗学者柳宗悦の妻で日本人声楽家の柳兼子が独唱会を開いたことが最初のもので
あるが、コリア人音楽家としては、1922年尹心悳と韓 柱による独唱会が開催された。楽団とし
ては、「我が国管弦楽団の歴史は、1926年 ＜中央楽友会＞の創団から始まった。そして28年＜京
城帝国大学管弦楽団＞、29年＜延禧専門学校管弦楽団＞、34年に＜京城管弦楽団＞、36年＜京城放
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送管弦楽団＞、40年＜朝鮮交響楽団＞の順に続いている。」（ ：2001、163）
＜中央楽友会＞の創団演奏会の演目には、シューベルトの「軍隊行進曲」、モーツァルトのオペラ
「ドンジョバンニ」のなかのメヌエット、ロッシーニの「ウィリアムテル序曲」などが含まれて
いる。＜京城帝国大学管弦楽団＞や＜延禧専門学校管弦楽団＞などは学生によるアマチュア楽団
であったが、＜京城管弦楽団＞や＜京城放送管弦楽団＞は職業的な音楽家によるものであった。
５．コリアにおける第一世代の音楽家の誕生
これまでコリアの唱歌について述べてきたことは、そのほとんどが歌詞を中心とするものであ
った。作曲については、キリスト教会、ミッションスクール、および軍楽隊など国内で訓練を受
けた音楽家が出現し、創作唱歌を作曲することになる。しかしながら、その人数も限られており、
また極めて短い期間であったため、この段階では必ずしも独特ですぐれた楽曲が作られたとはい
いがたい。
以下に代表的な音楽家の経歴を紹介する。ここで、第一世代とは、1900年以前に生まれ、外国
留学の経験がなく、コリアのキリスト教会およびミッションスクール、あるいは軍楽隊などで音
楽を学んだものをあげた。
○ 金仁 （1885年－1962年）
ピョンヤン崇徳学校、崇実専門学校卒業。崇実専門学校在学中、16歳の時、宣教師夫人ハント
と崇義女学校校長スヌックから声楽を学ぶ。
1905年崇実専門学校在学中、コリアで最初の創作唱歌といわれる「学徒歌」を作詞・作曲。讃
美歌集『チャンションシ』第９版（1905年）に、136章「イエス王の王」、137章「イエス私のた
めに」作詞。1907年上京。1910年調陽倶楽部オルガン教師。1912年『（教科適用）普通唱歌集』
を編集発行。その凡例として「１．本書は普通学校と高等学校高等女学校で教授することを目的
とする。２．本書は教師又は学徒用として編纂した。３．本書は西洋音楽楽曲中で善美なもの又
は優美な新楽曲で編成した。４．本書はところどころに注意書きを付けて、教授と応用に便宜を
図った。」としている。
この『（教科適用）普通唱歌集』が、その当時、始まったばかりの唱歌教育がどれほど実施さ
れたか、個人の製作した唱歌集がどれほど普通学校で用いられたかはよくわからないが、当時の
数少ない貴重な唱歌のテキストであることには間違いない。この『普通唱歌集』には、「小川」、
「名月」、「父母の恩徳」、「師の恩」、「掃除」、「星」、「帰雁」、「時計」、「太平洋行」、「日曜日」、
「登山」、「望郷」、「惜別」、「告別」、「惜陰」、「秋菊」、「苦学」、「学友」、「春」、「修学旅行」、「世
界地理歌」「卒業式歌」など30余曲が収録されているが、その中には原曲が讃美歌であるものが
含まれているし、その他のものも作曲者が明らかになっていないものも多いが、その中の多くが
金仁 自身の作曲であると言われている。（ ：2001、105－107）
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このことから、独創的という観点で音楽的にどれほどの評価ができるかはなかなか難しい。
1916年培材学堂音楽教師。1931年に讃美歌集『新訂チャンションガ』の改定委員となる。1934年
貞洞第一教会聖歌隊指揮者となる。1940年引退。
○ 李尚俊（1884年－1948年）：金仁 の弟子でもある
12歳で上京し、ピアソン聖経学校で、アコーディオンを学ぶ。15歳で大成学校（平壌）で音楽
を教える。中央、普成、フィムン高等普通学校、淑明、ジンミョン女子高等普通学校で音楽を教
える。調陽倶楽部朝鮮楽科入学。朝鮮正楽伝習所で金仁 のから西洋音楽理論を学ぶ。1918年
『最新唱歌集』、1921年『風琴独習中等唱歌集』、1922年『新流行唱歌集』、1922年『最新中等唱歌
集　附学理』、1930年『笑哀楽唱歌集』、1934年『笑哀楽唱歌二編』、そして1921年には鄭敬揮著
李尚俊編曲『（朝鮮）名勝地理唱歌』など多くの唱歌集を編纂、出版している。
李尚俊の作曲としては、「蝶」、「蟻」、「時計」、「雨」、「孝順」、「師の恩」、「春来」、「夏」、「夏
期休業」、「海」、「修学旅行」、「新年」、「冬」、「秋」、「隠士」、「運動歌」、「惜別」、「青山」、「星」、
「勉強」、「山水」、「日曜日歌」、「我が学校」、「燈火」、「春風」、「勧学歌」、「登山」、等の他「徽文
野球応援歌」、「徽文校歌」、「徳盛普校校歌」、「普成高普校応援歌」、「普成高普校校歌」などの校
歌、応援歌を作曲している。（ ：2001、106－109）
○白禹 （1883年－1930年）
漢城徳語学校卒業。1902年軍楽隊に通訳として入隊。入隊後エッケルトの音楽指導を受ける。
1904年、軍楽中隊の軍楽長となる。1922年には鄭敬揮作白禹 曲『（朝鮮地理）景概唱歌』を発
行している。その中には「京城景概歌」、「漢江鉄橋」、「牛耳洞行進歌」、「牛耳洞景概歌」、「牛耳
洞告別歌」、「仁川景概歌」、「開城景概歌」、「水原景概歌」、「叢石亭景」、「鏡浦台景」、「竹西楼景」、
「望洋亭景」、「公州景概歌」、「鶏龍山の鉄碑」、「扶余八景」、「群山景概歌」、「木浦景概歌」、「済
州景概歌」、「大邱景概歌」、「海印寺景」、「通度寺景」、「釜山景概歌」、「晋州景概歌」、「馬山景概
歌」、「統営景概歌」、「海州景概歌」、「鎮南浦景概歌」、「降山楼景」、「釈王寺景」、「元山景概歌」、
「咸興景概歌」、「清津景概歌」、「夕帆」、「夕陽の湖水」、「苦学生の身の上を嘆く歌」、「苦学生の
饅頭を売る声」、「苦学生の悲しみ」などが載っており、苦学生を題目としたものを除けば、コリ
ア各地の自然や風景を歌ったものである。
○ 鄭士仁（1881年－1958年）
1902年軍楽隊に入隊。エッケルトの指導を受ける。その後、李王職洋楽隊隊員として活動。
1910京城孤児学校で唱歌と音楽を教える。1916年ソンド高等普通学校の管楽の指導、管楽団の指
揮をする。開城の韓英書院は、南監理派教会で経営する高等学校であった。「学生の願望により、
教師鄭士仁が、禁止されている愛国歌を謄写版で印刷したのが発覚し、教師と学生は共に重罪を
こうむった。」（朴：1972、114）。1930年代後半、京城中央放送管弦楽団の隊員として活躍。「秋
色」を作曲。この曲は1916年発行された洪永厚の『通俗唱歌集』に掲載された。
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６．コリアにおける近代音楽の受容者
―学校在籍学生数の推移とキリスト教徒人口推移の比較―
ところで、当時のコリアにおいて近代音楽がどのように受容されていたかという点について、
学生数の変化という観点から検討しよう。そして、参考として当時西洋音楽に接触したキリスト
教徒（天主教、基督教）人口もあげておく。
表　コリアにおけるキリスト教徒および学校生徒数（1910－1940）
＊上の表は朝鮮総督府統計年報などより作成
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1910（M43） 
1911（M44） 
1912（T1） 
1913（T2） 
1914（T3） 
1915（T4） 
1916（T5） 
1917（T6） 
1918（T7） 
1919（T8） 
1920（T9） 
1921（T10） 
1922（T11） 
1923（T12） 
1924（T13） 
1925（T14） 
1926（S1） 
1927（S2） 
1928（S3） 
1929（S4） 
1930（S5） 
1931（S6） 
1932（S7） 
1933（S8） 
1934（S9） 
1935（S10） 
1936（S11）  
1937（S12） 
1938（S13） 
1939（S14） 
1940（S15） 
年　　号 
 
 
275,402 
175,585 
193,001 
267,484 
283,022 
274,533 
319,129 
296,487 
323,574 
355,114 
372,920 
364,375 
349,375 
361,141 
299,564 
265,011 
286,249 
312,645 
314,534 
345,261 
373,527 
422,580 
441,419 
469,242 
489,626 
499,323 
500,842 
508,944 
507,922
キリスト教徒 
 
141,604 
169,077 
195,689 
204,161 
229,550 
259,531 
264,835 
260,975 
275,920 
292,625 
298,067 
289,310 
256,851 
231,754 
208,310 
196,838 
189,260 
191,672 
162,247 
150,892 
146,901 
142,668 
148,105 
147,092 
161,774 
169,999 
172,786 
172,456 
164,507 
158,320
書　　堂 
14,834 
32,384 
43,562 
49,323 
53,019 
60,660 
67,628 
75,583 
80,013 
80,632 
107,285 
159,241 
237,949 
305,864 
345,124 
385,687 
408,928 
422,212 
443,362 
443,525 
459,457 
470,205 
496,076 
561,920 
636,958 
720,757 
802,976 
901,182 
1,050,371 
1,215,340 
1,385,944
公立普通学校 
80,760 
57,532 
55,313 
57,514 
53,865 
51,724 
48,643 
43,643 
35,197 
34,975 
51,008 
57,074 
71,157 
68,439 
68,516 
55,622 
49,795 
46,248 
46,010 
46,396 
45,977 
44,307 
46,122 
57,224 
62,927 
70,128 
75,027 
80,352 
77,722 
75,989 
69,981
私立各種学校 
前の表は、1910年から1940年にかけての、キリスト教徒、普通学校生徒、私立各種学校生徒、
および書堂生徒の人口推移である。人口構成においては、年齢、社会階層など必ずしも同一では
ないが、1910年代初期においては、キリスト教徒の数がもっとも多く、次に書堂、私立各種学校
生徒数と続き、もっとも少なかったのが公立普通学校生徒数である。
伝統的教育機関である書堂は、近代的音楽教育が行われなかったので、讃美歌を含めた西洋音
楽との接触という点では、礼拝において讃美歌を歌う機会のあったキリスト教会が一番多かった。
学校における音楽教育では、公立普通学校よりも私立各種学校がより多く西洋音楽に接する機会
があったといえよう。
公立普通学校生徒数は、次第に増加し、1915年には私立各種学校生徒数を上回り、1920年代に
入ると、増加率は上昇し1922年には書堂生徒数を上回ることになる。しかし、1920年代以降でも、
私立各種学校においても、４万から８万名の生徒数が在籍している。また、公立普通学校生徒数
がキリスト教徒数に逆転するのは、1925年以降である。
ところで、1910年代では、どの教育機関も、教育課程、教育用具、教員などの点で、充実した
音楽教育が行なわれたとは言いがたいが、前に述べたように、朝鮮総督府のもとで日本の学校教
育の教育内容にもとづき、かつ日本人化を志向した公立普通学校と、民族独立を目指した私立各
種学校では音楽教育の内容が大きく異なっていたといえる。私立各種学校では、1920年代以降も
多少なりとも公立学校とは異なったやはり民族的な要素を含んだ音楽教育が実施されたものと考
えられる。
讃美歌の発行部数については、「1908年現在チャンソンガ発行部数は６万部に達し、1910年に
は22万５千部、そして初版発行から22年後には総発行部数87万４千５百部に達していた」（閔庚
培：1997、84）という記録がある。これらの讃美歌集は楽譜のないものも多かったので、完全な
音楽書と言うわけではないが、讃美歌の普及という意味がある。
ところで、コリアで一番早く設立された教会の一つであるセムンアン教会では、1921年になっ
て、聖歌隊が創設されたという記録があるので、コリア人基督教徒によって音楽に慣れ親しむ段
階としては、1920年代以降であると推定される。
このような点から、少なくとも1910年代の日本の植民地支配のもとで、コリアの公立普通学校
における唱歌教育の普及はそれほど大きなものではなかったと考えられる。1920年代になると、
就学児童数も増加し、公立学校教育も次第に定着し、音楽教育体制も徐々に整備されていく。
1926年にはコリア人作詞による「トンボ」、「ブランコ」、「独楽」、「蝶」、「水車」、「白頭山」、「鶏
林」、「高麗」、「高麗の旧都」、「百済」、「百済の旧都」、「成三問」、「昔解脱」、「京城」、「釜山港」、
「鴨緑江」、「冬季遠足」などの民族的内容を持つ「普通学校補充唱歌集」も、朝鮮総督府によっ
て編纂されている。
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７．終わりに
―― 日本と対比して ――
まず、近代日本への西洋音楽の移入は、三つの経路を通して行われた。一番目は軍楽隊、二番
目はキリスト教会（ミッションスクールを含む）、そして最後に公立学校であった。
幕末から、軍楽隊は、近代的軍隊の養成の一課程として、軍隊の士気の向上、および集団規律
の確立を図るため、一部の選抜されたものを対象とした音楽教育として国家によって実施された。
当初は主として管楽器、打楽器の演奏技術の向上を主としたものであった。また、軍楽隊による
音楽教育は一時的なもので、その後整備された音楽学校に移されていく。
キリスト教会およびミッションスクールの音楽教育は、明治維新直後から来日した宣教師によ
って実施された。それはキリスト教の布教という目的を持ったものであり、必ずしも専門的な音
楽教育とはいえなかった。授業は、讃美歌を中心とした音楽教育の経験のある宣教師および宣教
師夫人らによって行なわれた。また早くから音楽教材、そしてオルガンなどの楽器の普及がなさ
れていて、もっとも早く音楽受容層を作り出したといえる。そのような中で、後に音楽家となる
人材が現れることになる。ただし、これもキリスト教会、およびミッションスクールに関わる一
部の人たちにしか実施されなかった。
最後にもっとも遅く音楽教育に取り組んだのは公立学校である。1872（Ｍ5）年には、明治政
府は学制を公布し、小学校は教科として「唱歌」、中学校では「奏楽」科目が設置された。しか
し、音楽教育はその準備が無く、但し書き「当分之ヲ欠ク」としてすぐには実施されなかった。
音楽教育の準備は、アメリカに留学した目賀田種太郎と伊沢修二によって行われた。そこで、
1875年、音楽取調掛の設置と、1880年Ｌ.Ｗ.メーソンの招聘によって、音楽教育の検討が始まっ
た。音楽取調掛では、Ｌ.Ｗ.メーソンを中心として、音楽教科書の編纂、師範学校および附属学校
の唱歌授業の担当、伝習生の養成等が行なわれた。1880（M13）年出版された最初の音楽教科書
『小学唱歌集』には、33曲中、10曲が讃美歌を原曲としたものであった。日本が参考としたアメ
リカの学校制度の中の音楽教育に対してもキリスト教の影響が大きく、またＬ.Ｗ.メーソン自身
も敬虔なキリスト教徒であったことも関係があるが、日本の音楽教育の開始に当たっては、その
楽曲については讃美歌をはじめとしたキリスト教音楽の影響を無視することはできない。
1887（Ｍ20）年「改正教育令」のもとで、1891（Ｍ24）年「小学各等科程度」で、唱歌は「初
等科ニ於テハ容易キ歌曲ヲ用ヒテ五音以下ノ単音唱歌ヲ授ケ中等科及高等科ニ至テハ六音以上ノ
単音唱歌ヨリ漸次複音及三重音唱歌ニ及フヘシ凡唱歌ヲ授クルニハ児童ノ胸郭ヲ開暢シテ其健康
ヲ補益シ心情ヲ感動シテ其美徳ヲ涵養センコトヲ要ス」と規定された。ただし、この段階でも、
唱歌教育の体制は整備されておらず、「唱歌ハ教授法等ノ整フヲ待テ之ヲ設クベシ」となってい
た。唱歌教育が制度的に開始の決定がなされたのは、1886（Ｍ19）年の「小学校令」によってで
あるが、実際にはすべての小学校で実施されたわけではない。
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このように、学校は最終的にはもっとも大きな音楽専門家と音楽受容層を作り出した機関であ
るが、教育基本方針の策定、教科書の制定、音楽教員の養成、オルガンなどの音楽教育楽器の普
及などで、構想から定着までかなりの時間がかかったことになる。
音楽家の養成という点では、当初音楽取調掛でも西洋音楽伝修生を募集して、音楽教育を行っ
ていたが、1887（Ｍ20）年、新たに東京音楽学校が開設され、そこで音楽家の養成と音楽教員の
養成を行った。そして、1903（Ｍ36）年には、女子音楽学校、1907（Ｍ40）年には東洋音楽学校、
1926年には東京高等音楽学院（現在の国立音楽大学）、1929年には武蔵野音楽学校（現在の武蔵
野音楽大学）が開設されている。
日本とコリアの西洋音楽の受容を考えると、いずれも軍楽隊、基督教、そして公立学校という
三つの経路は同じであった。ただし、コリアにおいては、まずキリスト教およびミッションスク
ールで始まり、次に軍楽隊、そして最後に公立学校である普通学校の順で、受容がなされた。
軍楽隊は、日本の植民地政策によって、コリア軍隊が解散させられ、それに伴って廃止された
ので、きわめて短い時期しか活動できなかった。しかしながら、軍楽隊という性格上同じような
音楽教育が行われたということができるし、日本で軍楽隊を指導した、F.エッケルトがコリアで
も指導したという共通点をもつ。
キリスト教およびミッションスクールの西洋音楽教育では、宣教の開始という点で、日本がコ
リアより先行していたが、日本もコリアもアメリカの宣教団体を中心として実施されたので、
様々な意味で共通点をもっていた。ミッションスクールでも音楽は主要科目の一つとなっていた。
その教科名としては、コリアでも、日本でも様々な名称が用いられた。高の調査によると、コリ
アの場合でも唱歌という名称が用いられたことが明らかとなっているが、日本の場合でも唱歌と
いう名称も用いられていた。たとえば、同志社英学校ではsingingという1877（明治10）年の最
古の成績簿が残っているという。（本井：2000、170）またフェリス女学院では1884（明治17）年
の学則に雑科のなかに、「唱歌」科目が載せられている。
日本の学校教育における教科目としての「唱歌」は、おそらくアメリカの学校教育の中で用い
られたsingingという言葉の翻訳語として用いられたと思われるが、コリアでは最初にミッショ
ンスクールによって用いられ、その後で韓国学部のもとで、1906年に普通学校に「唱歌」科目が
設置された。また、個人的には日本留学を経た崔南善が、コリアで「京釜鉄道歌」を刊行して、
唱歌をもたらした。
ところで、当時音楽の授業をうけた学生の実力がどの程度のものであったかについて、同志社
英学校の状況について、本井は次のように述べている。
「ほとんどの学生は依然として詩吟レベルではなかったか。たとえば学生たちは土曜休日に行
楽先でこのときとばかり讃美歌＜Auld Lang Syne＞を放歌高吟する。が、「ゴルドン教師丹精の
ドレミの効率は頗る怪しいもの」と当事者は述懐している（松浦政泰『同志社ローマンス』p．
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288、警醒社、1918年）」（本井：2000、170）これは日本のミッションスクールの一事例であるが、
コリアにおいても、一般の学生にとっては近代音楽の理解とその実態は日本の学生とそれほど変
わらなかったと考えられる。
このように、日本とコリアのキリスト教会およびミッションスクールでは、教育体制やその基
盤となった宣教組織には共通性が見られた。また、日本の学校教育における唱歌において、楽曲
については、キリスト教の影響を無視することはできない。
キリスト教の影響ということは、音楽教育の基本方針の策定と、音楽教科書の製作などに力を
注いだ音楽取調掛の当時から楽曲としては、讃美歌ないしキリスト教を介したヨーロッパ音楽が
中心となっていた。そしてキリスト教の影響はそれだけではなく、後に音楽家となった人たちの
多くがキリスト教の影響を受けていたということも重要である。
当初、讃美歌を中心としていた楽曲については、音楽教育の定着に伴って、それぞれの国で音
楽家が出現すると、創作唱歌とよばれる唱歌が作曲されることになる。まず、日本で日本人音楽
家により、唱歌が作曲されたが、そのなかで、コリアに移され、コリアにおいても別の歌詞が付
けられ、コリアの唱歌として歌われた。代表的な楽曲としては「鉄道唱歌」である。その楽曲は
半音であるファとシを欠いた5音階（いわゆるヨナ抜き５音階）で作られていたものである。コ
リアでは、「鉄道唱歌」は「学徒歌」という啓蒙歌および「聖経目録歌」という聖書の項目を歌
にした唱歌となった。
ついで、コリアで金仁 、朴尚俊、白禹 、鄭士仁など第一世代の音楽家たちによって創作唱
歌が作られた。コリア人の作詞作曲した最初の唱歌といわれる、金仁 の「学徒」について、閔
庚燦は「＜学徒＞は４分の３拍子となっており、日本の唱歌とはまったく異なる雰囲気の曲であ
る。韓国の唱歌が日本唱歌の影響を受けなかったならば、独自の道を歩むことができたであろう
ということを示唆する曲でもある。」（閔庚燦Ａ：2000、138）と評価しているが、実はこの曲も
ファとシの音がない5音階の曲である。この音階は、後にヨナヌキ５音階と呼ばれるものである。
「すなわち、韓国の伝統音楽は半音がない５音階となっているので、伝統的に音感覚になれた
当時の人びとは、半音が二つある長音階の歌を半音がない５音階として歌った。そして新しい創
作唱歌もやはり西洋の長音階を使用しながらも、半音が省略された形態で作ったのである。これ
は後でドーレーミーソーラのヨナヌキ長音階で作られた日本の唱歌の影響を受け、韓国唱歌の特
徴として登場するようになるのである。」（ ：2001、104－106）このこと
から、日本でもコリアでもどちらの国も伝統音楽とのつながりのなかで、創作唱歌の楽曲に半音
を除いた５音階が使用された楽曲が選好されたということがいえよう。
全体として、金仁 、朴尚俊らによって作曲された唱歌は、日本の唱歌風であり、コリア独自
のものとはいいがたい。コリアにおいても、現在ではあまり記憶されていない状態であるといえ
る。ただし、白禹 や鄭士仁の曲は金仁 や李尚俊の作曲と比べると独特のものがあるが、それ
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はエッケルトによって教育を受けたことと関係があると思われる。
ところで、歌詞においては、大きな差異がみられる。それはコリアのミッションスクールの音
楽教育からは基督教信仰と結びついた愛国歌が生まれたことである。たとえば、1896年に作られ
た愛国歌では、その歌詞の中に「神様が守ってくださる、我国万歳」という一節がある。その他、
独立歌、啓蒙歌など、民族主義的色彩の濃い歌詞がミッションスクールを中心として数多く作ら
れている。それらの歌も唱歌と呼ばれている。日本のミッションスクールでは、そのようなこと
はほとんどなかった。
日本の公立学校の唱歌でも、その歌詞には日本人に対する愛国歌、啓蒙歌が数多く作られてい
た。コリアの公立学校である普通学校では、「忠良ナル国民ヲ養成スルコトヲ本義トスル」（朝鮮
教育令第２条）にもあるように、同化（日本人化）を図るものであり、そこで教育される唱歌は、
日本の公立学校の唱歌を基にしたものであった。従って、普通学校の愛国歌は主として日本に対
する愛国であった。ところで、コリアのミッションスクールを中心として作られた愛国的唱歌は、
コリア民族に対する愛国であり、それは必然的に日本の支配に対する抵抗を意味するものとなっ
た。従って、同じ愛国を内容とする唱歌であっても、コリアにおいては、ミッションスクールで
歌われたコリア志向の唱歌と、公立学校で歌われた日本志向の唱歌があった。コリアの民族主義
の立場からは、当然後者のものが強調されるのである。
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